
平成２４年度（第４８期）事業計画

昨年３月１１日に発生した東日本大震災は、死傷者が２万５０００人を超す未曽有

の大災害となりましたが、この災害に日本各地から寄せられた義援金は３，５００億

円に達し、被災者支援のボランティアも全国から集まるなど、市民の力で社会を変え

ようという社会貢献の機運が大いに盛り上がりを見せました。

道民からの義援金を財源に道内の「社会福祉」の充実を目指す当基金の使命も重要

性を増しておりますが、そんな折、当基金は２４年度から公益財団法人への移行を認

められ、公益事業を行う民間の非営利団体として新たな歩みを始めることとなりまし

た。

初年度となる事業計画としては従来のさまざまな助成活動に加え、児童養護施設な

どで暮らす高校生らを主な対象に、独自の奨学金制度をスタートさせたいと考えてお

ります。

また、東日本大震災の支援事業としましては昨年に引き続き、北海道新聞社グルー

プの一員として、被災地からの児童を道内に招待するなどの支援事業を続けて行きた

いと考えております。

「民が担う新しい公共」という考え方が社会に深く浸透し始めているようにおもい

ます。道民の善意を最大の資源とする当基金の社会的使命をかみしめながら、活動内

容の一層の充実に努めてまいります。

事 業 内 訳

一． 助成事業（１～７） ５，８１０万円（前期 ５，９６０万円）

従来の助成事業の大枠は変えないが、公益法人に移行する今期は記念事業として

大学進学・自立支援制度（事業費３００万円）を創設する。この事業費を捻出する

ため、歳末たすけあいへの寄付額や各種助成事業の事業費を一部、削減した。

１．奨学金 ２,２５０万円 （前期と同額）

道内の母子家庭や児童養護施設などから高校に通う生徒らを対象に支給している。

奨学金は年間６万円で、４団体を窓口に支給している。今期は前期と同じく375

人に総額で2,250万円を奨学金として支給する。

支給内訳は下記の通り。

① 母子家庭生徒（北海道母子寡婦福祉連合会扱） １７８人 １,０６８万円

② 〃 （札幌市母子寡婦福祉連合会扱） ４２人 ２５２万円

③ 児童養護施設生徒（北海道児童養護施設協議会扱）１０３人 ６１８万円

④ 障害者福祉施設生徒（北海道身体障害者福祉協会扱） ５２人 ３１２万円

合計 ３７５人 ２,２５０万円



２．第３６回道新ボランティア奨励賞 ３１０万円 （前期と同額）

北海道新聞社、北海道社会福祉協議会（以下道社協）との共催事業。道内で積

極的にボランティア活動を続けている団体、グループを対象に、各地区の社会

福祉協議会などから推薦を受けた団体の中から、同賞審査会で例年10団体を選

考している。広域的、先進的なボランティア活動を推進する団体に特別奨励賞

（50万円）、地域的な活動団体に一般奨励賞（25万円）をそれぞれ贈っている。

今年は９月に釧路市で開催される「ボランティア愛ランド北海道」の席上で表

彰式を行う予定。

一般奨励賞（25万円）9団体と特別奨励賞1団体（50万円）を想定。

奨励賞 ２７５万円

旅費（釧路市） ２５万円

表彰盾 １０万円

合計 ３１０万円

３．小規模通所授産施設への器具備品等助成 ５５０万円（前期 ６００万円）

道内の小規模通所授産施設、地域活動支援センターなどの生産活動に使用する器

具備品の購入費用、法人格（ＮＰＯ法人、社会福祉法人）取得費用を助成してい

る。道社協の協力を得て助成を希望する団体を全道から公募し、評議員会で助成

団体を決定している。２３年度は１５施設に助成を行った。近年、申請団体が減

少傾向にあることから、道外の成功事例を見学する研修事業を組み立て、施設職

員ら１５人に昨年１０月、大阪の障害者施設を学ぶツアーを初めて実施した。

２３年度 申請２５施設 助成１５施設（４００万円、研修費８７万円）

２２年度 ２３施設 ２０施設（４９０万円、１施設辞退）

２１年度 ２０施設 ２０施設（５４０万円）

２０年度 ４８施設 ２１施設（５９７万円）

４．一般公募助成 １，６００万円（前期 １，７００万円）

広く全道の福祉団体、グループなどから活動資金助成の希望を公募し、予備審査

会、評議員会の承認を得て助成している。福祉活動の裾野を広げる先駆的な取り

組みや、地域おこしにチャレンジする活動などへと助成対象範囲も年々広がりを

見せている。申請内容に食糧費や一部人件費を算定しているものが散見されるこ

とから、今期は申請内容をチェックしながら、前期並みの５０団体を選考する予

定。

２３年度 申請１２０団体 助成４６団体 １，６６２万円

２２年度 １４６団体 ４８団体 １，６８５万円

２１年度 ８６団体 ４５団体 １，６８２万円

２０年度 １２５団体 ４０団体 １，６４２万円



５．その他の助成事業（１１件） ２５０万円（前期 ３００万円）

福祉性の高い団体の継続的な活動や全国規模のイベント開催などに助成金を贈っ

ている。24年度は車いすマラソン大会がフルマラソンからハーフに変更されたこ

となどを受け、事業費の見直しを各団体にお願いし、経費の削減を行った。例年、

実施している全国大会への助成は、７月に札幌で開かれる日本自閉症協会北海道

大会に贈りたいと思います。

事 業 名 助成回数 予算額

１．ふきのとう文庫 (32) 10万円

２．札幌市里親会 (19) 10万円

３．北海道里親会連合会 (38) 20万円

４．北海道精神障害回復者スポーツ大会 (16) 20万円

５．北海道障害者スポーツ振興事業 (27) 25万円

６．はまなす全国車いすマラソン大会 (23) 20万円

７．北海道交通遺児の会（奨学金） (33) 50万円

８．知的障害者本人の会全道交流会 （16) 25万円

９．赤い羽根ティーボール北の甲子園大会 (15) 20万円

１０. 北海道いのちの電話研修事業 (24) 20万円

１１. 全国大会助成（日本自閉症協会北海道大会）（単年度） 30万円

合 計 ２５０万円

６．大学進学・自立支援制度助成 ３００万円（新規）

道内の児童養護施設や里親家庭から独立する高校生は年間１２０人ほどに達する

が、経済環境が厳しいことなどから大学や専門学校への進学率は２割程度のとど

まっている。そうした中、高等教育への能力と強い向学心を持っている若者の進

学を支援することは社会的使命であると考え、公益法人化の記念事業として返済

不要の支援制度を創設する。５人の奨学生に６０万円を支給して計３００万円。

支給額を５０万円にとどめると６人に奨学金を支給することが可能になる。これ

で入学金と授業料、一部生活費に充ててもらい、専門教育へのキャリアアップへ

の門戸を開きたい。選考に当たっては養護施設などの指導員らに推薦してもらい、

生活支援計画の策定と助言活動を継続してもらい、実効性のある奨学金制度に育

てたいと考えている。

７．歳末たすけあい助成 ５５０万円（前期 ８００万円）

歳末たすけあいに寄せられた募金と基金からの拠出金を合わせて北海道共同募

金会に毎年、寄付している。このうち、基金からの拠出金は社会福祉法人など

への貸付事業の利息収入を原資としているが、貸付け残高や利息収入が大きく

減っていることから寄付額を２５０万円削減させていただいた。助成金のうち

３００万円は指定寄付金として道共同募金会経由で札幌交響楽団に拠出し、地



方都市の福祉施設などでクラシック音楽を楽しんでもらう「道新福祉基金コン

サート」の開催や、札幌市保健福祉局の協力を得て、福祉施設の利用者を札幌

・キタラでの演奏会に招待する事業に使われる。

二．私立高校生への道新みらい君奨学金 １００万円（前期３００万円）

基金設立40周年事業として平成18年１月に創設された。道内の私立高校に通う生

徒を対象に、家計の中心となる人の突然の死亡や解雇などで経済的に通学を続け

ることが困難な状況に陥った際に、緊急の手助けをする奨学金制度。２３年度か

ら国などが私立高校生にも最大で月額約３万円を支給する「就学支援制度」をス

タートさたこともあって申請件数が激減、２３年度の支給２件は３６万円に減少

しており、予算額は１００万円に減額する。

三. 貸付事業 ３,０００万円（前期 6000万円）

社会福祉法人などの施設整備する際の貸付事業。厚労省系の独立行政法人・福祉

医療機構が国の保育園児の「待機児童解消」対策に則って融資条件を緩和したこ

となどから、新規貸付は伸びなやんでいるが、前期は社会福祉法人施設の豪雨被

害の改修工事に１５００万円、保育園の用地買取り費用に４０００万円を貸し付

けた。今期も小口貸付けの問い合わせが寄せられており、社会福祉法人の要望に

機動的に対応するため３０００万円を計上した。


